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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、使用するプラットフォームおよ

びソフトウェアリリースの Bug Search Toolおよびリリースノートを参照してください。このモ
ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/
go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

VLAN トランクの前提条件
IEEE 802.1Qトランクは、ネットワークのトランキング方式について次の制約があります。

• IEEE802.1Qトランクを使用して接続しているCiscoスイッチのネットワークでは、スイッチ
はトランク上で許容される VLANごとに 1つのスパニングツリーインスタンスを維持しま
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す。他社製のデバイスは、すべての VLANでスパニングツリーインスタンスを 1つサポー
トする場合があります。

IEEE 802.1Qトランクを使用して Ciscoスイッチを他社製のデバイスに接続する場合、Cisco
スイッチは、トランクのVLANのスパニングツリーインスタンスを、他社製の IEEE 802.1Q
スイッチのスパニングツリーインスタンスと結合します。ただし、各 VLANのスパニング
ツリー情報は、他社製の IEEE 802.1Qスイッチからなるクラウドにより分離された Ciscoス
イッチによって維持されます。Ciscoスイッチと分離された他社製の IEEE 802.1Qクラウド
は、スイッチ間の単一トランクリンクとして扱われます。

• IEEE802.1Qトランクに対応するネイティブVLANが、トランクリンクの両側で一致していな
ければなりません。トランクの片側のネイティブ VLANと反対側のネイティブ VLANが異
なっていると、スパニングツリーループが発生する可能性があります。

•ネットワーク上のすべてのネイティブVLANについてスパニングツリーをディセーブルにせ
ずに、IEEE 802.1Qトランクのネイティブ VLAN上のスパニングツリーをディセーブルにす
ると、スパニングツリーループが発生することがあります。IEEE802.1Qトランクのネイティ
ブVLAN上でスパニングツリーをイネーブルのままにしておくか、またはネットワーク上の
すべてのVLANでスパニングツリーをディセーブルにすることを推奨します。また、ネット
ワークにループがないことを確認してから、スパニングツリーをディセーブルにしてくださ

い。

VLAN トランクについて

トランキングの概要

トランクとは、1つまたは複数のイーサネットスイッチインターフェイスと他のネットワーキン
グデバイス（ルータ、スイッチなど）の間のポイントツーポイントリンクです。イーサネット

トランクは 1つのリンクを介して複数の VLANトラフィックを伝送するので、VLANをネット
ワーク全体に拡張できます。

トランクを設定できるのは、1つのイーサネットインターフェイスまたはEtherChannelバンド
ルに対してです。

（注）

トランキングモード

イーサネットトランクインターフェイスは、さまざまなトランキングモードをサポートします。

インターフェイスをトランキングまたは非トランキングとして設定したり、ネイバーインター

フェイスとトランキングのネゴシエーションを行ったりするように設定できます。トランキング

を自動ネゴシエーションするには、インターフェイスが同じVTPドメインに存在する必要があり
ます。
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トランクネゴシエーションは、ポイントツーポイントプロトコル（PPP）であるダイナミックト
ランキングプロトコル（DTP）によって管理されます。ただし、一部のインターネットワーキン
グデバイスによって DTPフレームが不正に転送されて、矛盾した設定となる場合があります。

関連トピック

トランクポートの設定, （7ページ）

レイヤ 2インターフェイスモード, （3ページ）

レイヤ 2 インターフェイスモード

表 1：レイヤ 2 インターフェイスモード

機能モード

インターフェイス（アクセスポート）を永続的

な非トランキングモードにして、リンクの非ト

ランクリンクへの変換をネゴシエートします。

インターフェイスは、ネイバーインターフェイ

スがトランクインターフェイスかどうかに関係

なく、非トランクインターフェイスになりま

す。

switchport mode access

インターフェイスがリンクをトランクリンクに

変換できるようにします。インターフェイス

は、ネイバーインターフェイスが trunkまたは
desirableモードに設定されている場合、トラン
クインターフェイスになります。すべてのイー

サネットインターフェイスのデフォルトのス

イッチポートモードは、dynamic autoです。

switchport mode dynamic auto

インターフェイスがリンクのトランクリンクへ

の変換をアクティブに実行するようにします。

インターフェイスは、ネイバーインターフェイ

スが trunk、desirable、または autoモードに設
定されている場合、トランクインターフェイス

になります。

switchport mode dynamic desirable

インターフェイスを永続的なトランキングモー

ドにして、ネイバーリンクのトランクリンク

への変換をネゴシエートします。インターフェ

イスは、ネイバーインターフェイスがトランク

インターフェイスでない場合でも、トランクイ

ンターフェイスになります。

switchport mode trunk
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機能モード

インターフェイスが DTPフレームを生成しな
いようにします。このコマンドは、インター

フェイススイッチポートモードが accessまた
は trunkの場合だけ使用できます。トランクリ
ンクを確立するには、手動でネイバーインター

フェイスをトランクインターフェイスとして設

定する必要があります。

switchport nonegotiate

関連トピック

トランクポートの設定, （7ページ）

トランキングモード, （2ページ）

トランクでの許可 VLAN
デフォルトでは、トランクポートはすべてのVLANに対してトラフィックを送受信します。各ト
ランクですべてのVLAN ID（1～ 4094）が許可されます。ただし、許可リストからVLANを削除
することにより、それらのVLANからのトラフィックがトランク上を流れないようにすることが
できます。

スパニングツリーループまたはストームのリスクを減らすには、許可リストから VLAN 1を削除
して個々の VLANトランクポートの VLAN 1をディセーブルにできます。トランクポートから
VLAN 1を削除した場合、インターフェイスは引き続き VLAN 1内で Cisco Discovery Protocol
（CDP）、ポート集約プロトコル（PAgP）、Link Aggregation Control Protocol（LACP）、DTP、
および VTPなどの管理トラフィックを送受信します。

VLAN 1をディセーブルにしたトランクポートが非トランクポートになると、そのポートはアク
セスVLANに追加されます。アクセスVLANが 1に設定されると、switchport trunk allowedの設
定には関係なく、ポートは VLAN 1に追加されます。ポート上でディセーブルになっている任意
の VLANについて同様のことが当てはまります。

トランクポートは、VLANがイネーブルになっており、VTPがVLANを認識し、なおかつポート
の許可リストにその VLANが登録されている場合に、VLANのメンバになることができます。
VTPが新しくイネーブルにされた VLANを認識し、その VLANがトランクポートの許可リスト
に登録されている場合、トランクポートは自動的にそのVLANのメンバになります。VTPが新し
い VLANを認識し、その VLANがトランクポートの許可リストに登録されていない場合には、
トランクポートはその VLANのメンバにはなりません。

関連トピック

トランクでの許可 VLANの定義, （9ページ）
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トランクポートでの負荷分散

負荷分散により、スイッチに接続しているパラレルトランクの提供する帯域幅が分割されます。

STPは通常、ループを防止するために、スイッチ間で 1つのパラレルリンク以外のすべてのリン
クをブロックします。負荷分散を行うと、トラフィックの所属するVLANに基づいて、リンク間
でトラフィックが分散されます。

トランクポートで負荷分散を設定するには、STPポートプライオリティまたは STPパスコスト
を使用します。STPポートプライオリティを使用して負荷分散を設定する場合には、両方の負荷
分散リンクを同じスイッチに接続する必要があります。STPパスコストを使用して負荷分散を設
定する場合には、それぞれの負荷分散リンクを同一のスイッチに接続することも、2台の異なる
スイッチに接続することもできます。

STP プライオリティによるネットワーク負荷分散
同一のスイッチ上の 2つのポートがループを形成すると、スイッチは STPポートプライオリティ
を使用して、どのポートをイネーブルとし、どのポートをブロッキングステートとするかを判断

します。パラレルトランクポートにプライオリティを設定することにより、そのポートに、特定

のVLANのすべてのトラフィックを伝送させることができます。VLANに対するプライオリティ
の高い（値の小さい）トランクポートがその VLANのトラフィックを転送します。同じ VLAN
に対してプライオリティの低い（値の大きい）トランクポートは、そのVLANに対してブロッキ
ングステートのままです。1つのトランクポートが特定のVLANに関するすべてのトラフィック
を送受信することになります。

関連トピック

STPポートプライオリティによる負荷分散の設定, （15ページ）

STP パスコストによるネットワーク負荷分散
トランクにそれぞれ異なるパスコストを設定し、各パスコストをそれぞれ異なる VLAN群に対
応付け、各VLANでポートをブロックすることによって、VLANトラフィックを分散するパラレ
ルトランクを設定できます。VLANはトラフィックを分離し、リンクが失われた場合に備えて冗
長性を維持します。

関連トピック

STPパスコストによる負荷分散の設定, （20ページ）

機能の相互作用

トランキングは他の機能と次のように相互作用します。

•トランクポートをセキュアポートにすることはできません。
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•トランクポートをまとめて EtherChannelポートグループにすることはできますが、グルー
プ内のすべてのトランクに同じ設定をする必要があります。グループを初めて作成したとき

には、そのグループに最初に追加されたポートのパラメータ設定値をすべてのポートが引き

継ぎます。次に示すパラメータのいずれかの設定を変更すると、スイッチは、入力された設

定をグループ内のすべてのポートに伝播します。

◦許可 VLANリスト。

◦各 VLANの STPポートプライオリティ。

◦ STP PortFastの設定値。

◦トランクステータス：

ポートグループ内の1つのポートがトランクでなくなると、すべてのポートがトランク
でなくなります。

• Per VLAN Spanning Tree（PVST）モードでは最大 24までのトランクポート、マルチスパニ
ングツリー（MST）モードでは最大 40までのトランクポートを設定することを推奨しま
す。

•トランクポートで IEEE 802.1xをイネーブルにしようとすると、エラーメッセージが表示さ
れ、IEEE 802.1xはイネーブルになりません。IEEE 802.1x対応ポートのモードをトランクに
変更しようとしても、ポートモードは変更されません。

•ダイナミックモードのポートは、ネイバーとトランクポートへの変更をネゴシエートする
場合があります。ダイナミックポートで IEEE802.1xをイネーブルにしようとすると、エラー
メッセージが表示され、IEEE 802.1xはイネーブルになりません。IEEE 802.1x対応ポートを
ダイナミックに変更しようとしても、ポートモードは変更されません。

レイヤ 2 イーサネットインターフェイス VLAN のデフォルト設定
次の表に、レイヤ 2イーサネットインターフェイス VLANのデフォルト設定を記載します。

表 2：レイヤ 2 イーサネットインターフェイス VLAN のデフォルト設定

デフォルト設定機能

switchport mode dynamic autoインターフェイスモード

VLAN 1～ 4094VLAN許容範囲

VLAN 2～ 1001プルーニングに適格な VLAN範囲

VLAN 1デフォルト VLAN（アクセスポート用）

VLAN 1ネイティブ VLAN（IEEE 802.1Qトランク用）
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VLAN トランクの設定方法
トランクの誤設定を避けるために、DTPをサポートしないデバイスに接続されたインターフェイ
スが DTPフレームを転送しないように（つまり DTPをオフにするように）設定してください。

•これらのリンク上でトランキングを行わない場合は、switchportmode accessインターフェイ
スコンフィギュレーションコマンドを使用して、トランキングをディセーブルにします。

• DTPをサポートしていないデバイスへのトランキングをイネーブルにするには、switchport
mode trunkおよび switchport nonegotiateインターフェイスコンフィギュレーションコマン
ドを使用して、インターフェイスがトランクになってもDTPフレームを生成しないように設
定します。

トランクポートとしてのイーサネットインターフェイスの設定

トランクポートの設定

トランクポートは VTPアドバタイズを送受信するので、VTPを使用する場合は、スイッチ上で
少なくとも 1つのトランクポートが設定されており、そのトランクポートが別のスイッチのトラ
ンクポートに接続されていることを確認する必要があります。そうでない場合、スイッチはVTP
アドバタイズを受信できません。

はじめる前に

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interface interface-id
4. switchport mode {dynamic {auto | desirable} | trunk}
5. switchport access vlan vlan-id
6. switchport trunk native vlan vlan-id
7. end
8. show interfaces interface-idswitchport
9. show interfaces interface-idtrunk
10. copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パスワードを入力
します（要求された場合）。

enable

例：

Switch> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 2   

トランクに設定するポートを指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

Switch(config)# interface

ステップ 3   

gigabitethernet1/0/2

インターフェイスをレイヤ 2トランクとして設定します（イ
ンターフェイスがレイヤ 2アクセスポートまたはトンネル

switchport mode {dynamic {auto |
desirable} | trunk}

例：

Switch(config-if)# switchport mode

ステップ 4   

ポートであり、トランキングモードを設定する場合に限り必

要となります）。

• dynamic auto：ネイバーインターフェイスが trunkまた
は desirableモードに設定されている場合に、インター

dynamic desirable

フェイスをトランクリンクとして設定します。これは

デフォルトです。

• dynamicdesirable：ネイバーインターフェイスが trunk、
desirable、または autoモードに設定されている場合に、
インターフェイスをトランクリンクとして設定します。

• trunk：ネイバーインターフェイスがトランクインター
フェイスでない場合でも、インターフェイスを永続的な

トランキングモードに設定して、リンクをトランクリ

ンクに変換するようにネゴシエートします。

（任意）インターフェイスがトランキングを停止した場合に

使用するデフォルト VLANを指定します。
switchport access vlan vlan-id

例：

Switch(config-if)# switchport access

ステップ 5   

vlan 200
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目的コマンドまたはアクション

IEEE 802.1Qトランク用のネイティブ VLANを指定します。switchport trunk native vlan vlan-id

例：

Switch(config-if)# switchport trunk

ステップ 6   

native vlan 200

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config)# end

ステップ 7   

インターフェイスのスイッチポート設定を表示します。

[Administrative Mode]および [Administrative Trunking
Encapsulation]フィールドに表示されます。

show interfaces interface-idswitchport

例：

Switch# show interfaces

ステップ 8   

gigabitethernet1/0/2 switchport

インターフェイスのトランクの設定を表示します。show interfaces interface-idtrunk

例：

Switch# show interfaces

ステップ 9   

gigabitethernet1/0/2 trunk

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保存しま

す。

copy running-config startup-config

例：

Switch# copy running-config

ステップ 10   

startup-config

関連トピック

トランキングモード, （2ページ）

レイヤ 2インターフェイスモード, （3ページ）

トランクでの許可 VLAN の定義
VLAN 1は、すべての Ciscoスイッチのすべてのトランクポートのデフォルト VLANです。以前
は、すべてのトランクリンクで VLAN 1を必ずイネーブルにする必要がありました。VLAN 1の
最小化機能を使用して、個々の VLANトランクリンクで VLAN 1をディセーブルに設定できま
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す。これにより、ユーザトラフィック（スパニングツリーアドバタイズなど）はVLAN 1で送受
信されなくなります。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interface interface-id
4. switchport mode trunk
5. switchport trunk allowed vlan {add | all | except | remove} vlan-list
6. end
7. show interfaces interface-idswitchport
8. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワードを
入力します（要求された場合）。

enable

例：

Switch> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 2   

設定するポートを指定し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

Switch(config)# interface

ステップ 3   

gigabitethernet1/0/1

インターフェイスをVLANトランクポートとして設定し
ます。

switchport mode trunk

例：

Switch(config-if)# switchport mode

ステップ 4   

trunk
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目的コマンドまたはアクション

（任意）トランク上で許容されるVLANのリストを設定
します。

switchport trunk allowed vlan {add | all |
except | remove} vlan-list

例：

Switch(config-if)# switchport trunk

ステップ 5   

vlan-listパラメータは、1～ 4094の単一の VLAN番号、
または 2つのVLAN番号（小さい方が先、ハイフンで区
切る）で指定されたVLAN範囲です。カンマで区切った

allowed vlan remove 2
VLANパラメータの間、またはハイフンで指定した範囲
の間には、スペースを入れないでください。

デフォルトでは、すべての VLANが許可されます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config)# end

ステップ 6   

表示された [Trunking VLANs Enabled]フィールドの設定
を確認します。

show interfaces interface-idswitchport

例：

Switch# show interfaces

ステップ 7   

gigabitethernet1/0/1 switchport

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保存

します。

copy running-config startup-config

例：

Switch# copy running-config

ステップ 8   

startup-config

関連トピック

トランクでの許可 VLAN, （4ページ）

プルーニング適格リストの変更

プルーニング適格リストは、トランクポートだけに適用されます。トランクポートごとに独自の

適格リストがあります。この手順を有効にするには、VTPプルーニングがイネーブルに設定され
ている必要があります。
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手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interface interface-id
4. switchport trunk pruning vlan {add | except | none | remove} vlan-list [,vlan [,vlan [,,,]]
5. end
6. show interfaces interface-idswitchport
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワードを入力
します（要求された場合）。

enable

例：

Switch> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 2   

VLANプルーニングを適用するトランクポートを選択し、イ
ンターフェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interface interface-id

例：

Switch(config)# interface

ステップ 3   

gigabitethernet2/0/1

トランクからのプルーニングを許可する VLANのリストを設
定します。

switchport trunk pruning vlan {add |
except | none | remove} vlan-list [,vlan
[,vlan [,,,]]

ステップ 4   

add、except、none、および removeキーワードの使用方法に
ついては、このリリースに対応するコマンドリファレンスを

参照してください。

連続していないVLAN IDは、カンマ（スペースなし）で区切
ります。IDの範囲はハイフンで指定します。有効な ID範囲は
2～ 1001です。拡張範囲 VLAN（VLAN ID 1006～ 4094）は
プルーニングできません。

プルーニング不適格の VLANは、フラッディングトラフィッ
クを受信します。
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目的コマンドまたはアクション

デフォルトでは、プルーニングが許可される VLANのリスト
には、VLAN 2～ 1001が含まれます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config)# end

ステップ 5   

表示された [Pruning VLANs Enabled]フィールドの設定を確認
します。

show interfaces interface-idswitchport

例：

Switch# show interfaces

ステップ 6   

gigabitethernet2/0/1 switchport

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保存しま

す。

copy running-config startup-config

例：

Switch# copy running-config

ステップ 7   

startup-config

タグなしトラフィック用ネイティブ VLAN の設定
IEEE 802.1Qタギングが設定されたトランクポートは、タグ付きトラフィックおよびタグなしト
ラフィックの両方を受信できます。デフォルトでは、スイッチはタグなしトラフィックを、ポー

トに設定されたネイティブ VLANに転送します。ネイティブ VLANは、デフォルトでは VLAN 1
です。

ネイティブ VLANには任意の VLAN IDを割り当てることができます。

パケットの VLAN IDが出力ポートのネイティブ VLAN IDと同じであれば、そのパケットはタグ
なしで送信されます。ネイティブVLANIDと異なる場合は、スイッチはそのパケットをタグ付き
で送信します。
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手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interface interface-id
4. switchport trunk native vlan vlan-id
5. end
6. show interfaces interface-idswitchport
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワー
ドを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Switch> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 2   

IEEE 802.1Qトランクとして設定するインターフェイ
スを定義して、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

interface interface-id

例：

Switch(config)# interface

ステップ 3   

gigabitethernet1/0/2

トランクポート上でタグなしトラフィックを送受信

する VLANを設定します。
switchport trunk native vlan vlan-id

例：

Switch(config-if)# switchport trunk

ステップ 4   

vlan-idに指定できる範囲は 1～ 4094です。

native vlan 12

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config-if)# end

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

[Trunking Native Mode VLAN]フィールドの設定を確
認します。

show interfaces interface-idswitchport

例：

Switch# show interfaces

ステップ 6   

gigabitethernet1/0/2 switchport

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

Switch# copy running-config

ステップ 7   

startup-config

トランクポートの負荷分散の設定

STP ポートプライオリティによる負荷分散の設定
次の手順では、STPポートプライオリティを使用した負荷分散を指定してネットワークを設定す
る方法について説明します。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. vtp domain domain-name
4. vtp mode server
5. end
6. show vtp status
7. show vlan
8. configure terminal
9. interface interface-id
10. switchport mode trunk
11. end
12. show interfaces interface-idswitchport
13. switch Aで、スイッチの 2番目のポートに対して前述の手順を繰り返します。
14. switch Bで前述の手順を繰り返し、switch Aで設定したトランクポートに接続するトランク
ポートを設定します。

15. show vlan
16. configure terminal
17. interface interface-id
18. spanning-tree vlan vlan-rangeport-priority priority-value
19. exit
20. interface interface-id
21. spanning-tree vlan vlan-rangeport-priority priority-value
22. end
23. show running-config
24. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワー
ドを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Switch> enable

ステップ 1   

switch Aで、グローバルコンフィギュレーション
モードを開始します。

configure terminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

VTP管理ドメインを設定します。vtp domain domain-name

例：

Switch(config)# vtp domain workdomain

ステップ 3   

1～ 32文字のドメイン名を使用できます。

switch Aを VTPサーバとして設定します。vtp mode server

例：

Switch(config)# vtp mode server

ステップ 4   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config)# end

ステップ 5   

switchAおよびswitchBの両方で、VTP設定を確認し
ます。

show vtp status

例：

Switch# show vtp status

ステップ 6   

表示された VTP Operating Modeおよび VTP Domain
Nameフィールドをチェックします。

switch Aのデータベースに VLANが存在しているこ
とを確認します。

show vlan

例：

Switch# show vlan

ステップ 7   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 8   

トランクとして設定するインターフェイスを定義し、

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。

interface interface-id

例：

Switch(config)# interface

ステップ 9   

gigabitethernet1/0/1

ポートをトランクポートとして設定します。switchport mode trunk

例：

Switch(config-if)# switchport mode trunk

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config-if)# end

ステップ 11   

VLANの設定を確認します。show interfaces interface-idswitchport

例：

Switch# show interfaces

ステップ 12   

gigabitethernet1/0/1 switchport

switch Aで、スイッチの 2番目のポートに
対して前述の手順を繰り返します。

ステップ 13   

switch Bで前述の手順を繰り返し、switch
Aで設定したトランクポートに接続するト
ランクポートを設定します。

ステップ 14   

トランクリンクがアクティブになると、VTPがswitch
BにVTPおよびVLAN情報を渡します。このコマン

show vlan

例：

Switch# show vlan

ステップ 15   

ドは、switch Bが VLAN設定を学習したことを確認
します。

switch Aで、グローバルコンフィギュレーション
モードを開始します。

configure terminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 16   

STPのポートプライオリティを設定するインターフェ
イスを定義し、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

interface interface-id

例：

Switch(config)# interface

ステップ 17   

gigabitethernet1/0/1

指定されたVLAN範囲にポートプライオリティを割
り当てます。0～ 240のポートプライオリティ値を

spanning-tree vlan vlan-rangeport-priority
priority-value

例：

Switch(config-if)# spanning-tree vlan
8-10 port-priority 16

ステップ 18   

入力します。ポートプライオリティ値は16ずつ増分
します。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Switch(config-if)# exit

ステップ 19   

STPのポートプライオリティを設定するインターフェ
イスを定義し、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

interface interface-id

例：

Switch(config)# interface

ステップ 20   

gigabitethernet1/0/2

指定されたVLAN範囲にポートプライオリティを割
り当てます。0～ 240のポートプライオリティ値を

spanning-tree vlan vlan-rangeport-priority
priority-value

例：

Switch(config-if)# spanning-tree vlan

ステップ 21   

入力します。ポートプライオリティ値は16ずつ増分
します。

3-6 port-priority 16

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config-if)# end

ステップ 22   

入力を確認します。show running-config

例：

Switch# show running-config

ステップ 23   

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

Switch# copy running-config

ステップ 24   

startup-config

関連トピック

STPプライオリティによるネットワーク負荷分散, （5ページ）
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STP パスコストによる負荷分散の設定
次の手順では、STPパスコストを使用した負荷分散を指定してネットワークを設定する方法につ
いて説明します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface interface-id
4. switchport mode trunk
5. exit
6. switch A内の別のインターフェイスでステップ 2～ 4を繰り返します。
7. end
8. show running-config
9. show vlan
10. configure terminal
11. interface interface-id
12. spanning-tree vlan vlan-rangecost cost-value
13. end
14. switch Aに設定したもう一方のトランクインターフェイスでステップ 9～ 13を繰り返し、

VLAN 8、9、および 10のスパニングツリーパスコストを 30に設定します。
15. exit
16. show running-config
17. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワー
ドを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Switch> enable

ステップ 1   

switch Aで、グローバルコンフィギュレーション
モードを開始します。

configure terminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

トランクとして設定するインターフェイスを定義し、

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。

interface interface-id

例：

Switch(config)# interface

ステップ 3   

gigabitethernet1/0/1

ポートをトランクポートとして設定します。switchport mode trunk

例：

Switch(config-if)# switchport mode trunk

ステップ 4   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Switch(config-if)# exit

ステップ 5   

switchA内の別のインターフェイスでステッ
プ 2～ 4を繰り返します。

ステップ 6   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config)# end

ステップ 7   

入力を確認します。画面で、インターフェイスがト

ランクポートとして設定されていることを確認して

ください。

show running-config

例：

Switch# show running-config

ステップ 8   

トランクリンクがアクティブになると、switch Aが
もう一方のスイッチからVTP情報を受信します。こ

show vlan

例：

Switch# show vlan

ステップ 9   

のコマンドは、switch Aが VLANコンフィギュレー
ションを学習したことを確認します。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

STPコストを設定するインターフェイスを定義し、
インターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。

interface interface-id

例：

Switch(config)# interface

ステップ 11   

gigabitethernet1/0/1

VLAN 2～ 4のスパニングツリーパスコストを 30
に設定します。

spanning-tree vlan vlan-rangecost cost-value

例：

Switch(config-if)# spanning-tree vlan 2-4

ステップ 12   

cost 30

グローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

end

例：

Switch(config-if)# end

ステップ 13   

switch Aに設定したもう一方のトランクイ
ンターフェイスでステップ 9～ 13を繰り

ステップ 14   

返し、VLAN 8、9、および 10のスパニン
グツリーパスコストを 30に設定します。

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

Switch(config)# exit

ステップ 15   

入力を確認します。両方のトランクインターフェイ

スに対してパスコストが正しく設定されていること

を表示で確認します。

show running-config

例：

Switch# show running-config

ステップ 16   

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

Switch# copy running-config

ステップ 17   

startup-config

関連トピック

STPパスコストによるネットワーク負荷分散, （5ページ）

   Cisco IOS リリース 15.2(5) E（Catalyst 2960-L スイッチ）統合プラットフォームコンフィギュレーショ
ンガイド

22

VLAN トランクの設定
トランクポートの負荷分散の設定



VLAN トランキングの設定例

例：トランクポートの設定

次に、IEEE 802.1Qトランクとしてポートを設定する例を示します。この例では、ネイバーイン
ターフェイスが IEEE 802.1Qトランキングをサポートするように設定されていることを前提とし
ています。

Switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Switch(config-if)# switchport mode dynamic desirable
Switch(config-if)# end

例：ポートからの VLAN の削除
次に、ポートの許可 VLANリストから VLAN 2を削除する例を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/1
Switch(config-if)# switchport trunk allowed vlan remove 2
Switch(config-if)# end

次の作業
VLANトランクを設定したら、次の項目を設定できます。

• VLANs

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

Catalyst 2960-X Switch VLAN Management
Command Reference

この章で使用するコマンドの完全な構文および

使用方法の詳細。
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標準および RFC

タイトル標準/RFC

——

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

本リリースでサポートするすべてのMIB

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

VLAN トランクの機能履歴と情報
変更内容リリース

この機能が導入されました。Cisco IOS Release 15.0(2)EXCisco IOS Release 15.2(5)E

   Cisco IOS リリース 15.2(5) E（Catalyst 2960-L スイッチ）統合プラットフォームコンフィギュレーショ
ンガイド
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